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八
）

答
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第

八

号 

 

内
閣
衆
甲
第
六
九
号 

昭
和
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十
四
年
十
一
月
八
日 

 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

 

衆

議

院

議

長 

幣 
原 
喜 
重 

郞 

殿 

 

衆
議
院
議
員
林
百
郞
君
提
出
刑
務
所
設
置
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 



四 

刑
務
所
の
設
置
に
当
り
、
耕
作
者
そ
の
他
に
反
対
の
声
が
あ
る
こ
と
は
充
分
に
承
知
し
て
い
る
。 

三 

土
地
は
強
制
收
用
は
し
て
い
な
い
。
專
ら
契
約
に
よ
つ
て
行
つ
て
来
て
い
て
、
代
価
は
権
威
あ
る
機
関
の
査
定
を
待
つ

て
公
正
に
決
定
し
て
い
る
。 

一 

戰
災
に
よ
つ
て
施
設
の
約
三
分
の
一
を
失
つ
た
の
で
、
そ
の
復
旧
に
迫
ら
れ
た
こ
と
と
、
更
に
終
戰
後
の
犯
罪
者
は
終

戰
前
に
倍
加
し
、
現
に
本
年
九
月
末
日
現
在
で
九
万
八
千
四
十
一
名
の
收
容
者
な
る
に
対
し
、
現
在
施
設
の
收
容
能
力
は

五
万
八
千
二
百
五
十
一
名
で
あ
る
の
で
、
新
設
す
る
必
要
が
あ
る
。 

二 

刑
務
所
の
本
年
度
設
置
計
画
は
、
舎
房
定
員
に
て
約
一
万
二
千
名
の
收
容
施
設
の
増
設
を
図
り
、
現
在
で
は
そ
の
三
割

位
が
竣
工
し
て
い
る
。
年
度
内
に
は
概
ね
工
事
完
了
の
見
込
で
あ
る
。 

刑
務
所
と
い
う
施
設
の
性
質
上
、
若
干
の
反
対
の
あ
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
る
例
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
設
置
計
画

を
放
棄
す
る
訳
に
行
か
な
い
。
町
全
体
の
立
場
よ
り
見
て
当
局
者
が
支
持
し
て
く
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
一
部
の
反
対 

衆
議
院
議
員
林
百
郞
君
提
出
刑
務
所
設
置
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

四 

は
押
し
切
つ
て
建
設
す
る
こ
と
と
致
し
た
い
。
須
坂
町
に
て
も
町
当
局
者
は
刑
務
所
設
置
を
支
持
し
て
お
る
か
ら
、
反
対

者
に
は
一
応
の
理
由
も
あ
ろ
う
し
、
気
の
毒
と
思
う
が
、
で
き
る
だ
け
事
情
を
説
明
し
、
了
解
を
得
る
こ
と
に
努
め
て
実

行
し
た
い
と
思
う
。 

五 

関
係
各
庁
と
折
衝
し
、
刑
務
所
の
敷
地
に
転
用
し
得
る
よ
う
に
法
律
手
続
を
完
了
し
た
後
に
利
用
す
る
こ
と
と
し
た 

い
。 右

答
弁
す
る
。 
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